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	応用
	抗原情報
	背景
	NOL8はRas関連GTP結合タンパク質（MIM 608267を参照）に結合し、細胞増殖に役割を果たします（Sekiguchi et al., 2004 [PubMed 14660641]）。[OMIM提供、2008年3月],機能：びまん性胃癌細胞の生存に重要な役割を果たす。癌細胞における転写後レベルでの遺伝子発現の調節、またはリボソーム生合成に関与している可能性がある。,誘導：びまん性胃癌でアップレギュレーションされる。,PTM：リン酸化される。,類似性：1つのRRM（RNA認識モチーフ）ドメインを含む。,サブユニット：RRAGA、RRAGC、およびRRAGDのGTP型と相互作用する。NIP7と相互作用する。,組織特異性：さまざまなびまん性胃癌で発現している。骨格筋では低レベルで検出される。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	NOL8抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはNOL8ペプチドでブロッキングされている。
	

	NOL8抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右レーンはNOL8ペプチドでブロッキングされている。
	

	NOL8 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：1000に希釈したNop132ポリクローナル抗体を使用した3T3細胞のウエスタンブロット解析。
	

	1：1000に希釈したNop132ポリクローナル抗体を使用したNIH-3T3細胞のウエスタンブロット解析。

